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０ ５ 10 15 20 25 30（億円）

一 般 会 計 予算額 84億7,068万円

歳入（収入済額）81億2,501万円（執行率 95.9％）
０ ５ 10 15 20 25 30（億円）

平
成
26
年
度
予
算
の
執
行
状
況※町が特定の事業を行う場合、一般会計と区

分して経理するものです

会計別 予 算 額
歳 入 歳 出

収入済額 執行率 支出済額 執行率

国民健康保険 32億2,230万円28億8,983万円 89.7％29億3,194万円 91.0％

後期高齢者 1億6,505万円 1億6,348万円 99.0％ 1億4,863万円 90.1％

中央土地区画 2億3,868万円 1億8,559万円 77.8％ 1億3,758万円 57.6％

農業集落排水 5億1,806万円 2億8,276万円 54.6％ 4億3,464万円 83.9％

下 水 道 3億9,193万円 3億3,184万円 84.7％ 2億9,197万円 74.5％

合 計 61億4,489万円54億1,307万円 88.1％53億6,564万円 87.3％

介 護 保 険 16億887万円15億5,957万円 96.9％14億2,088万円 88.3％

特 別 会 計

水 道事業 会計

区 分 予 算 額 執 行 額 執行率

収益的収入 4億7,315万円 4億3,743万円 92.5％

収益的支出 4億8,614万円 3億651万円 63.0％

資本的収入 0円 0円 －

資本的支出 1億3,970万円 1億3,710万円 98.1％

町有財産・基金の状況

・土 地 906,164㎡

・建 物 69,935㎡

・基 金 26億7,384万円

（

平
成
27
年
３
月
31
日
現
在）

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
町
で
は
、
皆
さ

ん
に
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度（

平
成
27
年
３
月
31
日
現
在）

の
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
会
計
に
は
、
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
お
金
の
出
し
入
れ
を
し
ま
す
。
最
終

的
に
は
、
こ
の
数
値
を
も
と
に
決
算
を
取
り
ま
と
め
最
終
決
算
の
数
値
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

※
本
文
及
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
財
政
係（

内
線
３
２
２
０）

１２０億３，４４５万円（特別会計を含む)

内訳

一般会計 66億8,256万円

下水道事業会計 25億8,675万円

農業集落排水事業会計 20億2,711万円

水道事業会計 4億2,327万円

中央土地区画整理事業会計 3億1,476万円

町民１人が納めた町税

11万6,139円

●１世帯が納めた町税

36万5,349円

●町民１人に使われた予算

（一般会計） 32万8,756円

●１世帯に使われた予算

（一般会計） 103万4,197円

町債 現在 高

町民１人・１世帯当たりの状況

歳出（支出済額）75億6,205万円（執行率 89.3％）

民 生 費 21億4,408万円

教 育 費 16億8,841万円

総 務 費 11億79万円

土 木 費 6億4,189万円

公 債 費 6億448万円

衛 生 費 4億7,322万円

農 林 業 費 4億1,930万円

そ の 他 4億8,988万円

町税 26億7,144万円

地方交付税 18億6,336万円

国庫支出金 10億1,836万円

町債 8億6,599万円

繰越金 5億454万円

繰入金 2億5,249万円

地方消費税交付金 2億3,063万円

県支出金 2億2,728万円

その他 3億4,782万円

地方譲与税 1億4,310万円
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№ 行 政 区 区 長 名 副 区 長 名 № 行 政 区 区 長 名 副 区 長 名

２ 仁江戸西 中 山 文 夫 岡 村 明
32 瀬 戸 井 ◎廣 瀬 賢 一

３ 粟 野 生 井 昇 中 川 操 34 兵庫･沼端 荒 井 敏 夫 荒 井 健 雄

４ 片 角 中 島 一 男 生 井 眞 次 35 前 田 小 林 実 小 林 一 郎

５ 中 野 安良岡 博 荒 木 利 夫 36 高 野 澤 木 薫 江 面 三 彦

６ 苅 橋 諏 訪 耕 諏 訪 正 樹 37 伊 勢 山 坂 本 成 正 瀬 崎 始

７ 東 大 山 中 川 義 一 草 間 勇 一 38 根 ノ 谷 小 林 林 市 大久保 文 治

８ 太 田 櫻 井 巳知夫 大久保 治 男 39 菅 谷 西 中 村 政 一 山 崎 幸 一

９ 若 仲 内 敏 雄 高 谷 茂 次 40 西 大 山 岡 田 正 男 幸 田 実

10 沼 森 赤 松 昇 高 橋 進
41 塩 本 青 木 修 一

南 小 川 一 治

11 貝 谷 ○杉 山 宏 浜 名 進 北 大 森 幸 市

12 川 尻 柴 一 夫 内 海 克 43 下 山 川 稲 葉 常 美 櫻 井 清 一

13 今 里 阿 部 愼 一 吉 村 忠 44 粕 礼 照 内 堆 夫 菊 保 雄

14 本 郷 小 竹 節 小 竹 敏 男 45 本 田 坂 入 達 雄 古 谷 定 雄

15 蕗 田 （選任中） （選任中） 46 前 山 大 里 英 司 吉 田 盛 一

16 東 蕗 田 鈴 木 要 一 ○石 塚 良 一 47 松 山 幸 田 裕 之 弦 巻 民 夫

17 新 地 野 中 洋 一 岩 田 孝 男 48 天王木番田 諏 訪 栄 一 小田辺 正 則

18 福 岡 染 野 靖 男 福 田 一 夫 49 築越六軒 大久保 博 高 井 正 美

19 栗 山 岡 本 幸 治 小野寺 孝 一 50 二 ツ 釜 荒 井 昇 宮 本 清 作

20 尾 崎 秋 葉 和 夫 青 谷 昌 一 51 道前六保 古 谷 博 大 里 寛

21 大 間 木 堤 正 堤 弘 52 平塚新田 武 藤 憲 緒 宮 本 勝 実

22 芦ケ谷新田 川 尻 富 夫 高 橋 実 53 水 口 馬 場 勇 渡 邉 軍 喜

23 舟 戸 平 岡 貞 一 大久保 敏 男 54 松 本 ○生 井 勝 已 小 竹 淳

24 仲 坪 生 井 忠 一 村 松 久 通 55 久 下 田 ○福 島 信 夫 片 平 博

25 山 ノ 神 木 村 重 夫 高 橋 久 一 56 新 井 秋 田 義 明 ◎新 井 泉

26 神 山 秋 葉 実 秋 葉 孝 57 八 町 水 書 文 彦 杉 田 昭 廣

27 磯 堤 利 一 大 竹 栄 一 58 袋 飯ケ谷 武 男 飯ケ谷 利 市

28 村 貫 東 坂 寄 一 男 金 子 松 男 59 野 爪 川 村 信 三 大久保 衛

29 村 貫 西 ○石 崎 輝 男 内 海 勇 60 坪 井 服 部 一 夫 古 澤 初 夫

30 佐 野 東 幸 田 行 男 為我井 英 介 61 高 崎 菊 山 信 一 中 莖 貞 良

31 佐 野 西 為我井 義 雄 廣 瀬 和 夫 62 大 渡 戸 小 島 静 中 山 只 一

63 大 里 渡 辺 三 男 柴 一 夫

64 小 屋 古 澤 進 倉 持 昌 幸

上

下

初 沢 武 光

○小野里 家 一
１ 仁江戸東 高 野 文 夫 小 口 唯 男

※◎は区長親和会会長、副区長会会長

○は区長親和会副会長、副区長会副会長

●平成27年度行政区長・行政副区長一覧 （平成27年４月１日現在・敬称略）

４
月
８
日
、
平
成
27
年
度
行
政

区
長
・
副
区
長
合
同
会
議
が
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
会
議
は
年
度
当
初
に

行
政
区
の
区
長
・
副
区
長
が
一
堂

に
集
ま
り
、
町
の
今
年
度
の
予
算

や
事
業
の
説
明
を
受
け
、
行
政
区

運
営
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
は
午
前
９
時
30
分
に
始
ま

り
、
大
久
保
司
町
長
か
ら
新
行
政

区
長
・
副
区
長
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
町
長
の
施
政
方
針

で
は
、
少
子
化
対
策
や
地
場
産
業

の
振
興
な
ど
今
年
度
の
ま
ち
づ
く

り
方
針
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
課
長
か
ら
は
一
般

会
計
と
特
別
会
計
の
予
算
概
要
の

説
明
の
後
、
区
長
・
副
区
長
の
役

割
、
地
域
担
当
員
制
度
に
つ
い
て

の
説
明
や
連
絡
事
項
が
あ
り
ま
し

た
。
説
明
の
後
に
は
質
疑
応
答
の

時
間
が
設
け
ら
れ
、
地
方
交
付
税
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
関
連

の
交
付
金
に
関
す
る
こ
と
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
現
状
に
つ
い
て
の

質
問
、
鬼
怒
川
堤
防
・
山
川
沼
堤

防
の
除
草
作
業
時
期
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
長
時
間
の
会
議
の
な
か
、
参

加
し
た
行
政
区
長
・
副
区
長
は
地

域
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
熱
心

に
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

地
方
創
生
の
担
い
手
と
し
て

―
平
成
27
年
度
区
長
・
副
区
長
合
同
会
議
を
開
催

―

大久保町長から委嘱状が手渡されました

質疑応答では様々な質問や要望がありました
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４
月
１
日
か
ら
企
画
財
政
課
内

に
総
合
戦
略
室
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
秘
書
課
に
人
口
減
少

対
策
担
当
を
設
け
、
総
合
戦
略
室

と
一
体
と
な
っ
て
、
今
後
５
年
間

の
目
標
や
具
体
的
施
策
を
ま
と
め

る
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。３

月
に
行
わ
れ
た
平
成
27
年
町

議
会
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
生

井
光
男
副
町
長
の
再
任
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
生
井
副
町
長
は「

こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
住
民
福

祉
向
上
の
た
め
町
長
の
補
佐
役
と

し
て
努
力
し
て
い
き
た
い」

と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
及

び
小
中
学
校
職
員
の
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
人
事
異
動

に
よ
り
町
職
員
の
総
数
は
、
定
数

１
９
５
人
に
対
し
て
１
７
６
人
に

な
り
ま
し
た
。

○
退
職（

３
月
31
日
付
け）

□
浜
名
進（

総
務
課
長）

□
横
島

人

事

異

動

役
場（

）

内
前
職

八千代町消防団幹部団員
平成27年４月１日現在（敬称略）

団 長 小 菅 康 司 高 野

副 団 長 羽 鳥 昭 一 佐野東

副 団 長 沢 木 清 司 高 野

本 部 員 渡 辺 利 明 久下田

本 部 員 沢 木 里 支 高 野

第１分団長 中 島 邦 光 粟 野

第２分団長 高 田 幹 夫 太 田

第３分団長 関 和 浩 佐野西

第４分団長 大 竹 直 樹 磯

第５分団長 石 塚 修 築越六軒

第６分団長 川 田 和 弘 久下田

第７分団長 菅 谷 文 明 高 野

職 名 氏 名 行政区

本 部 員 生 井 英 公
ひ で ゆ き

佐野東

本 部 員 石 川 宣 弘 久下田
町
消
防
団
第
４
分
団
の
詰
所
が

完
成
し
、
３
月
29
日
に
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
竣
工
式
に
は
消

防
団
本
部
役
員
の
ほ
か
大
久
保
司

町
長
や
安
静
地
区
の
町
議
会
議

員
、
行
政
区
長
な
ど
が
出
席
し
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

建
物
は
瓦
葺
の
木
造
平
屋
建
て

で
床
面
積
が
91･

09
㎡
、車
庫
と
待

機
室
を
備
え
て
い
ま
す
。
第
４
分

団
の
詰
所
は
昭
和
63
年
に
建
築
さ

れ
、
26
年
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。

28
人
の
消
防
団
員
が
誕
生

―
平
成
27
年
度
消
防
団
辞
令
交
付
式

―

３
月
29
日
、
中
央
公
民
館
で
平

成
27
年
度
消
防
団
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
消
防
団
で
活

躍
さ
れ
た
26
人
が
退
団
し
、
新
た

に
28
人
の
団
員
が
入
団
し
ま
し

た
。
大
久
保
司
町
長
は
あ
い
さ
つ

で「

新
入
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
一

日
で
も
早
く
慣
れ
て
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す」

と
話
し
、
小
菅

康
司
団
長
は「

新
入
団
員
の
皆
さ

ん
に
は
町
民
に
安
心
と
安
全
を
与

え
ら
れ
る
消
防
団
員
に
な
っ

て
い

た
だ
き
た
い
。
災
害
時
に
は
二
次

災
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
自

第
４
分
団
の
詰
所
が
完
成

―
第
４
分
団
詰
所
竣
工
式

―

小菅団長から辞令を受ける消防団員の皆さん

規律訓練（右）や筒先の持ち方の指導を受ける新入団員

分
の
身
も
気
を
つ
け
て
も
ら
い
た

い」

と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

辞
令
交
付
の
後
に
は
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を
移

し
、
新
入
団
員
の
規
律
訓
練
や
ポ

ン
プ
車
の
操
作
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
指
導
員
か
ら
は「

敬

礼
は
腕
を
水
平
に
し
て
脇
を
90
度

に」

や「

回
れ
右
で
は
右
足
の
か

か
と
と
左
足
の
つ
ま
先
で
回
る」

な
ど
細
か
な
部
分
ま
で
指
導
が
あ

り
、
新
入
団
員
は
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
真
剣
な
面
持
ち
で
練
習
し

て
い
ま
し
た
。

鍵の引渡しを受ける小菅康司団長（右）

総
合
戦
略
室
を
新
設

生
井
副
町
長
が
再
任
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（

主
任）

□
主
事
／
水
垣
勇
人（

上

下
水
道
課
主
事）

■
町
民
課

□
課
長
／
塚
原
勝
美

（

福
祉
保
健
課
参
事)

□
住
民
係
長

／
阿
部
典
子（

産
業
振
興
課
農
林

係
長）

□
住
民
係
長
／
高
橋
紀
子

（

主
幹）

□
保
険
年
金
係
長
／
飯
田

友
里（

生
涯
学
習
課
主
幹）

□
主

幹
／
広
瀬
和
宏（

生
涯
学
習
課
主

幹）

□
主
任
／
大
塚
絵
理
佳（

主

事）

□
主
任
・
後
期
高
齢
者
医
療

派
遣
／
坂
本
賢
治（

生
涯
学
習
課

主
事）

■
福
祉
保
健
課

□
参
事
・
介
護

保
険
、
社
会
福
祉
協
議
会
担
当
／

大
里
斉（
秘
書
課
課
長
補
佐）

□

課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
／
永

瀬
修（

企
画
財
政
課
主
査）

□
児

童
福
祉
係
長
／
山
口
富
実
子（

学

校
教
育
課
庶
務
係
長）

□
主
任
／

中
村
奈
都
美（

主
事）

■
生
活
環
境
課

□
主
事
／
西
村

拓
也（

産
業
振
興
課
主
事）

■
産
業
振
興
課

□
主
査
兼
土
地

改
良
係
長
／
市
村
隆
男（

土
地
改

良
係
長）

□
主
幹
／
篠
原
真
理（

町

民
課
主
幹）

□
主
幹
／
小
野
崎
央

（

主
任）

□
主
幹
／
秋
葉
智
宏（

主

任）

□
主
事
／
峯
清
隆（

生
活
環

境
課
主
事）

■
都
市
建
設
課

□
課
長
／
生
井

俊
一（

参
事）

□
課
長
補
佐
兼
都

市
計
画
係
長
／
木
村
和
則（

企
画

財
政
課
課
長
補
佐
兼
企
画
係

長）

□
主
査
兼
工
務
係
長
／
西
村

良（

総
務
課
消
防
交
通
係
長）

□

主
査
兼
区
画
整
理
係
長
／
初
沢
孝

（

区
画
整
理
係
長）

□
用
地
管
理
係

長
／
安
江
薫（

主
幹）

□
主
事
／

小
島
宏
貴（

産
業
振
興
課
主
事）

■
会
計
課

□
会
計
管
理
者
兼
課

長
／
上
野
真
一（

都
市
建
設
課
長）

■
上
下
水
道
課

□
課
長
補
佐
兼

農
集
排
係
長
／
古
沢
朗
紀（

主
査

あ
き
と
し

兼
農
集
排
係
長）

□
主
幹
／
久
保

谷
昌
彦（

主
任）

■
議
会
事
務
局

□
局
長
補
佐
兼

庶
務
議
事
係
長
／
小
林
由
実（

主

査
兼
庶
務
議
事
係
長）

□
主
任
／

田
神
宏
道（

総
務
課
主
任）

■
農
業
委
員
会
事
務
局

□
農
地

係
長
／
山
崎
浩
司（

主
幹）

■
学
校
教
育
課

□
主
幹
／
仲
内

真
弓（

主
任）

■
生
涯
学
習
課

□
公
民
館
長
兼

図
書
館
長
兼
課
長
／
青
木
和
男（

都

市
建
設
課
参
事）

□
主
査
兼
社
会

教
育
係
長
／
井
上
敦
之（

企
画
財

の
ぶ
ゆ
き

政
課
主
査）

□
社
会
教
育
係
長
／

張
替
史
子（

企
画
財
政
課
企
画
係

長）

□
主
任
／
八
城
真
理
子（

主
事）

■
新
規
採
用

□
総
務
課
主
事
／

高
野
尚
子
□
企
画
財
政
課
主
事
／

し
ょ
う

こ

砂
見
和
宏
□
税
務
課
主
事
／
為
我

井
亮
太
□
税
務
課
主
事
／
湯
本
直

貴
□
産
業
振
興
課
主
事
／
生
井
友

葵
□
産
業
振
興
課
主
事
／
松
田
光

正
□
上
下
水
道
課
主
事
／
柴
久
喜

亮
□
学
校
教
育
課
主
事
／
幸
田
絵

美
□
生
涯
学
習
課
主
事
／
田
宮
祥さ

ち

栄え○
退
職

□
染
野
昭
彦（

安
静
小
校
長）

□

早
川
真
由
美（

中
結
城
小
教
諭）

○
転
出（

３
月
31
日
付
け）

■
西
豊
田
小

□
校
長
／
菊
地
満

（

駒
込
小）

□
教
頭
／
上
條
哲（

五

さ
と
し

霞
西
小）

□
教
諭
／
神
村
基
位
子

き

い

こ

（

小
栗
小）

□
教
諭
／
高
嶋
浩
美

（

山
川
小）

□
教
諭
／
市
川
圭
司

（

石
下
中）

□
係
長
／
川
村
政
恵

（

大
宝
小）

■
安
静
小

□
教
頭
／
大
月
俊
明

（

豊
岡
小）

□
教
諭
／
内
海
律
子

（

飯
沼
小）

□
教
諭
／
太
田
智
美

さ
と

み

（

下
妻
小）

■
中
結
城
小

□
校
長
／
島
田
文

江（

玉
小）

□
教
諭
／
栗
原
孝
子

（

結
城
小）

□
教
諭
／
大
高
京
子

（

結
城
西
小）

□
教
諭
／
栗
原
紀
子

（

豊
田
小）

■
下
結
城
小

□
教
頭
／
田
神
昭

（

結
城
南
中）

■
八
千
代
一
中

□
教
諭
／
鈴
木

俊
雄（

江
川
南
小）

□
教
諭
／
和

田
悠
希（

協
和
特
別
支
援）

□
養

護
教
諭
／
鈴
木
晶
子（

結
城
東

し
ょ
う

こ

中）

□
係
長
／
菊
地
由
美（

岡
田
小）

よ
し

み

■
東
中

□
校
長
／
高
橋
長
男

（

上
辺
見
小）

□
教
頭
／
杉
本
尚
志

た
か

し

（
菅
原
小）

□
教
諭
／
熊
谷
千
明

（
大
穂
中）

□
養
護
教
諭
／
矢
口
君

枝（
結
城
西
小）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会

□
校

長
／
栃
木
孝
行（

結
城
西
小）

○
転
入（

４
月
１
日
付
け）

■
西
豊
田
小

□
教
頭
／
栗
山
千ち

和（

下
館
西
中）

□
教
諭
／
安
部

か
ず加

代
子（

豊
田
小）

□
教
諭
／
小

圷
龍
平（

新
規
採
用）

□
教
諭
／

藤
田
洋
子（

絹
川
小）

□
係
長
／

ひ
ろ

こ

海
老
澤
法
子（

豊
加
美
小）

■
安
静
小

□
校
長
／
田
中
章
公

ゆ
き
ま
さ

（

下
妻
中）

□
教
頭
／
青
木
康
洋

（

古
河
一
中）

□
教
諭
／
金
子
寿
江

ひ
さ

え

（

飯
沼
小）

■
中
結
城
小

□
教
頭
／
鈴
木
裕

之（

菅
原
小）

□
教
諭
／
為
貝
真

由
美（

新
規
採
用）

□
教
諭
／
鈴

木
賢
司（

一
中）

□
教
諭
／
生
井

ま
さ
美（

西
豊
田
小）

□
教
諭
／

鈴
木
清
子（

長
讃
小）

き
よ

こ

■
下
結
城
小

□
教
諭
／
菊
地
優

子（

新
規
採
用）

□
係
長
／
福
島

恵
美
子（

古
河
六
小）

■
川
西
小

□
養
護
教
諭
／
石
塚

好
江（

猿
島
小）

■
八
千
代
一
中

□
教
諭
／
西
野

い
づ
み（

江
川
北
小）

□
養
護
教

諭
／
河
野
千
枝（

結
城
南
中）

□

栄
養
教
諭
／
高
知
美
保（

古
河
一

小）

□
主
任
／
野
本
隆
史（

長
須

小）■
東
中

□
教
頭
／
前
田
隆
浩

（

古
河
市
指
導
主
事）

□
教
諭
／
渡

辺
学（

新
規
採
用）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会

□
指

導
主
事
／
野
口
修（

古
河
三
小）

広
司（

町
民
課
長）

□
岡
田
昭
夫

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長）

○
異
動（

４
月
１
日
付
け）

■
秘
書
課

□
参
事
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

担
当
／
川
村
俊
之（

課
長
補

佐
兼
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

係
長）

□
主

査
兼
秘
書
広
報
係
長
／
大
林
伸
光

（

税
務
課
収
納
管
理
係
長）

□
主
任

／
大
久
保
拓
哉（

産
業
振
興
課
主

任）■
総
務
課

□
課
長
／
鈴
木
一
男

（

公
民
館
長
兼
図
書
館
長
兼
生
涯

学
習
課
長）

□
参
事
・
庶
務
担
当

／
生
井
好
雄（

課
長
補
佐）

□
主

査
兼
消
防
交
通
係
長
／
秋
葉
通
明

（

都
市
建
設
課
主
査
兼
区
画
整
理

係
長）

□
庶
務
係
長
／
斉
藤
典
弘

（

主
幹）

□
消
防
交
通
係
長
／
須
澤

晃（

主
幹）

□
主
幹
／
外
山
勝
也

（

議
会
事
務
局
主
幹）

□
主
事
／
野

澤
孝
教（

税
務
課
主
事）

■
企
画
財
政
課

□
参
事
・
総
合

戦
略
室
／
馬
場
俊
明（

総
務
課
課

長
補
佐
兼
消
防
交
通
係
長）

□
主

査
・
下
妻
広
域
派
遣
／
原
部
光
敏

（

町
民
課
保
険
年
金
係
長）

□
企
画

係
長
／
斉
藤
武
史（

主
幹）

□
係

長
・
下
妻
広
域
派
遣
／
古
沢
武
春

（

町
民
課
主
幹）

□
主
幹
／
望
月
博

子（

生
涯
学
習
課
主
幹）

■
税
務
課

□
参
事
・
収
納
管
理

担
当
／
鈴
木
衛（

課
長
補
佐
兼
収

納
管
理
係
長）

□
参
事
・
国
保
税
、

収
納
管
理
担
当
／
飯
ヶ

谷
智
巳

（

課
長
補
佐）

□
主
幹
／
磯
山
薫

学

校
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週
末
は
田
舎
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

ー

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八
千
代
入
村
式

ー 型枠からはずす作業をする参加者

新
入
学
児
童
の
安
全
の
た
め

ー

常
陽
銀
行
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

ー

澄んだ歌声を披露するコーロリベルタの皆さん

防犯ブザーを手渡す清水支店長（右から２人目）

親
子
合
唱
団
コ
ー
ロ
リ
ベ
ル
タ

八
千
代
が
４
月
５
日
に
図
書
館
で

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
レ
ッ

ト
イ
ッ

ト
ゴ
ー

や
ジ
ュ

ピ
タ
ー
な
ど
12
曲
を
歌

い
、
大
人
と
子
ど
も
の
息
の
あ
っ

た
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。

代
表
者
の
大
里
紀
子
さ
ん
は

と
し

こ

「

歌
い
た
い
と
い
う
子
が
い
る
限

り
活
動
は
続
け
て
い
き
た
い
。
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
練
習
に
来
て

く
だ
さ
い」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

息
の
あ
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー

ー

コ
ー
ロ
リ
ベ
ル
タ
八
千
代
が
コ
ン
サ
ー
ト

ー

３
月
31
日
、
常
陽
銀
行
八
千
代

支
店
の
清
水
勉
支
店
長
が
役
場
を

訪
れ
、
小
学
生
の
安
全
の
た
め
に

と
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
同
行
の
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
で
11
回
目
を
迎
え

ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
防
犯
ブ
ザ
ー
は
今

年
度
町
内
の
５
つ
の
小
学
校
に
入

学
し
た
１
年
生
１
７
５
人
に
配
ら

れ
ま
し
た
。大
久
保
司
町
長
は「

子

ど
も
達
が
安
心
し
て
登
下
校
で
き

あ
り
が
た
い」

と
話
し
ま
し
た
。

３
月
28
日
に
図
書
館
で
化
石
の
レ
プ
リ
カ
を
作
ろ
う
体
験

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
験
会
に
は
３
歳
か
ら
小
学
生
ま
で

の
子
ど
も
と
そ
の
親
な
ど
68
人
が
参
加
し
、
化
石
の
レ
プ
リ

カ
作
り
を
体
験
。
講
師
を
茨
城
県
自
然
博
物
館
の
諸
橋
靖
子

主
任
学
芸
主
事
が
務
め
、
本
物
の
化
石
や
模
型
、
レ
プ
リ
カ

な
ど
を
見
せ
な
が
ら
、
そ
の
違
い
や
見
分
け
方
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

レ
プ
リ
カ
作
り
は
三
葉
虫
と
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
２
つ
か
ら

型
枠
を
選
び
、
石
膏
を
流
し
こ
み
、
20
分
ほ
ど
で
固
ま
る
と

せ
っ

こ
う

型
枠
か
ら
取
り
外
し
て
完
成
。
参
加
し
た
安
静
小
学
校
の
６

年
生
３
人
は「

友
達
と
思
い
出
作
り
で
参
加
し
ま
し
た
。
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
の
方
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
の
で
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

を
選
び
ま
し
た」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

耕運機の使い方を教わる大久保さん（左）

４
月
11
日
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八
千
代
で
入
村
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
入
村
式
に
は
今
年
新
た
に
入
村
す
る
千
葉
県

の
大
久
保
雅
史
さ
ん
や
大
久
保
司
町
長
、先
輩
ガ
ル
テ
ナ
ー
、

ガ
ル
テ
ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
田
舎
の
親
戚
の
皆
さ
ん
が
出

席
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

入
村
式
の
前
に
行
わ
れ
た
講
習
会
で
は
、
耕
運
機
や
刈
払

機
の
使
い
方
を
田
舎
の
親
戚
や
ガ
ル
テ
ナ
ー
の
先
輩
が
指
導

し
ま
し
た
。
講
師
を
務
め
た
田
舎
の
親
戚
の
岩
田
徳
昭
さ
ん

は「

堆
肥
を
ま
く
と
土
が
軟
ら
か
く
な
っ

て
耕
し
や
す
く
な

り
ま
す
よ」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
講
習
を
受
け
た
大
久
保
さ

ん
は「

見
よ
う
見
ま
ね
で
イ
チ
ゴ
や
ソ
ラ
マ
メ
な
ど
を
植
え

ま
し
た
。
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。
機
械
が
使
え
る
と
作
業
が

楽
に
な
り
ま
す
ね」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

レ
プ
リ
カ
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？

ー

化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
り
体
験
会

ー
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み ん な の 広 場

【コメント】

お歌がとっても上

手な佳夢。お気に

入りの歌をいつも

みんなの前で歌っ

てくれるんだよ

ね ！ これからも、

兄妹仲良く明るく

元気に育ってほし

いです。

父 英 樹 さん

母 沙 織 さん

柴 佳 夢 ちゃん

しば か のん

平成２４年６月２３日生まれ

（大 里）

大久保 凛 ちゃん

おお く ぼ りん

平成２４年１１月１４日生まれ

（菅谷西部）

俳

句

鐘
撞
け
ば
千
の
風
吹
く
彼
岸
寺

つ

久
下
田

川

村

ヱ
イ
子

懐
か
し
き
村
人
に
遇
う
彼
岸
墓
地

あ佐

野

佐

伯

六

花

校
舎
窓
春
風
運
ぶ
わ
か
れ
歌

久
下
田

久
保
ノ
谷

清

盆
梅
の
紅
一
点
の
蕾
も
つ

ぼ
ん
ば
い

つ
ぼ
み

松

本

野

口

ま
さ
子

退
院
や
車
窓
の
景
色
う
ら
ら
か
に

小

屋

倉

持

幸

子

【コメント】

りんちゃんの笑顔

にいつも癒されて

ます。これからも

ねーねーと仲良く

元気いっぱい遊ん

でね

父 裕 一 さん

母 裕 美 さん
ひろ み

青
空
へ
真
一
文
字
に
揚
雲
雀

あ
げ

ひ

ば

り

松

本

野

口

一

果

幾
千
の
菜
の
花
波
の
揺
れ
止
ま
ず

菅

谷

照

内

美
代
子

櫻
咲
き
老
い
の
心
に
血
潮
湧
く

塩

本

小

倉

俊

雄

短

歌

青
空
に
浮
か
ぶ
白
雲
魅
せ
る
か
な

走
る
白
熊
泳
ぐ
鯛
ま
で
も

大
戸
新
田

山

本

好

子

や ち よ 文 芸
樺

川 村 洸 輔 さん（川西小６年）

おじいちゃん 不二夫 さん（野 爪）
ふ じ お

大 好 き な 人

ぼ

く

の

お

じ

い

ち
ゃ

ん

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
な
し
作
り
の
名
人
で

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
育
て
た
な
し
は
、
お
店
で
売
っ

て
い
る
物
よ
り
、
ず
っ
と
あ
ま
く
て
お
い
し
い
で
す
。

な
し
畑
の
作
業
は
と
て
も
大
変
で
す
。
春
か
ら
受

粉
作
業
、
玉
す
ぐ
り
と
休
む
間
も
な
く
色
々
な
作
業

が
あ
り
、
よ
う
や
く
夏
の
一
番
暑
い
時
に
収
穫
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
時
は
ぼ
く
も
手
伝
い
ま
す
。
畑
で

な
し
を
運
ん
で
い
る
時
、
お
い
し
い
な
し
を
食
べ
ら

れ
る
の
を
思
っ
て
、
本
当
に
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

家
の
な
し
畑
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
三
代
目
だ
そ

う
で
す
。
ず
っ
と
大
切
に
育
て
て
き
て
、
受
け
つ
が

れ
て
で
き
た
物
だ
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
作
り
方
を
教
わ
り
、

お
い
し
い
な
し
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

＊みんなの広場では、皆さんからの投稿をお待ちしています。

詳しくは、秘書課秘書広報係まで ℡ 48ー1111（内線3330）

樺

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選

一
般
投
句
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■第36回八千代町近隣剣道大会

〔と き〕３月15日（日）

〔ところ〕八千代町総合体育館

〔主 催〕八千代町体育協会

〔主な結果〕

小学６年生の部

第３位 小竹一輝（八千代剣道）

一般女子の部

第３位 石川由香（八千代剣道）

■第79回町民ソフトボール大会

〔と き〕３月15日（日）22日（日）

〔ところ〕八千代町民公園

〔主 催〕八千代町体育協会ほか

〔主な結果〕

優 勝 フェニックス

準優勝 伊勢山ソフトクラブ

第３位 和歌

第３位 村貫

優勝したフェニックスの皆さん

閲覧者氏名、住所 利用目的の概要 閲覧に係る選挙人の範囲閲 覧 日

平成26年９月８日

毎日新聞社

代表取締役 朝比奈豊

東京都千代田区一ツ橋1-1-1

全国の有権者を対象に実施する世論調

査の対象者抽出
第１投票区

平成26年６月24日

株式会社サーベイリサーチセン

ター 代表取締役 藤沢士朗

東京都荒川区西日暮里2-40-10

「平成26年度県政世論調査」の対象者

抽出

大字瀬戸井在住の20歳以

上の男女

平成26年10月17日

読売新聞社

世論編集部長 寉田知久

東京都千代田区大手町1-7-1

全国の有権者を対象に実施する世論

調査の対象者抽出
第13投票区

平成26年11月５日 高橋義明
茨城県での生活に関する調査の調査

世帯抽出
舟戸行政区

平成26年度 情報公開・個人情報保護制度の実施状況
平成26年度における情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況をお知らせします。

問 総務課庶務係（内線３１１０）

平成26年度 選挙人名簿抄本の閲覧状況
平成26年度の選挙人名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第28条の４第７項及び公職選挙法施行規則第３
条の４の規定により公表します。なお、在外選挙人名簿抄本は、閲覧の申し出がありませんでした。

問 八千代町選挙管理委員会（内線３１１０）

区 分 実 施 機関 請求 件 数

公開（開示）した情報の内訳

不服申立件数公開
（開示）件数

一部公開
（開示）件数

非公開
（非開示）件数

情報公開

町長 ２ ２（２） ０ ０ ０

教育委員会 １ ０ １（１） ０ ０

個人情報 町長 ０ ０ ０ ０ ０

議会 １ １（１） ０ ０ ０

※公開件数（ ）書きは、決定された文書の件数

善 意 の 心
茨城八千代ライオンズクラブ（弦巻清一会長）か

ら青少年健全育成チャリティーゴルフ大会のチャ

リティー募金10万円の寄付がありました。これ

は同クラブが町内の小中学校への図書購入費用

として毎年行っているものです。
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(敬称略)

スポーツ大会の結果

スポーツファイル

■第21回八千代町ミニ駅伝大会

〔と き〕２月21日（土）

〔ところ〕八千代町民公園

〔主 催〕八千代町体育協会

〔主な結果〕

男子の部【９７０ｍ ７区間】

優 勝 八千代町ＳＳ（23分10秒）

準優勝 八千代ＭＢＣ－Ａ（23分23秒）

第３位 中結城スポーツ少年団Ａ（25分22秒）

女子の部【９７０ｍ ５区間】

優 勝 中結城ＭＢＣ－Ａ（17分08秒）

準優勝 下結城ＭＢＣ （17分46秒）

第３位 西豊田ＭＢＣ （18分02秒）

最優秀選手賞

男子 飯岡翔海 八千代町ＳＳ（３分03秒）
し ょ う

女子 井桁友莉亜 安静ＭＢＣ（３分16秒）

男子の部優勝の八千代町ＳＳの皆さん

■第20回北茨城カップ

〔と き〕２月28日（土）３月１日（日）

〔ところ〕北茨城市民体育館ほか

〔主 催〕北茨城市バスケットボール協会

〔主な結果〕

優 勝 八千代ＭＢＣ

女子の部優勝の中結城ＭＢＣ-Ａの皆さん

最優秀選手賞の飯岡さん（左）と井桁さん

優勝した八千代ＭＢＣの皆さん

■第36回八千代町近隣ママさんバレーボール大会

〔と き〕３月１日（日）

〔ところ〕八千代町総合体育館

〔主 催〕八千代町体育協会

〔主な結果〕

第３位 八千代ひまわり

■第10回坂東市近隣ミニバスケットボール新人大会

〔と き〕 ３月７日（土）８日（日）

〔ところ〕 坂東市猿島体育館ほか

〔主 催〕 坂東市教育委員会

〔主な結果〕

準優勝 八千代ＭＢＣ

広告

地元八千代町のペンキ屋さん
一般建築塗装 ・各種吹付

新築 ・塗替え・一般住宅から倉

庫、アパート・内外装なんでも対

応ＯＫ

建築塗装一級技能士が施工 ！

些細な事でも相談してください

ご相談・お見積りは無料です!!

総 合建 設 塗装 業
茨城県知事許可（般-24）第27584号

(有) 八千代塗工
代表取締役玉田宏保

八千代町平塚4737-37

℡０２９６-４９-２７９２

塗装工募集!!男女問わず（要普通免許）
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ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

発 行 八 千 代 町 役 場

℡ 48－１１１１ (代表)

お知らせ版
５
月
７
日（

木）

か
ら
29
日

（

金）

ま
で
を
納
税
強
化
期
間
と

し
、
税
務
課
、
福
祉
保
健
課
、
町

民
課
に
よ
る
３
課
合
同
で
特
別
滞

納
整
理
を
実
施
し
ま
す
。
町
県
民

税
・
軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
・

国
保
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
が
未
納
の
方
に

電
話
、
訪
問
催
告
等
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
納
付

に
関
す
る
相
談
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
来
庁
く
だ

さ
い
。

税
務
課
収
納
管
理
係

（

内
線
１
３
１
１）

福
祉
保
健
課
介
護
保
険
係

（

内
線
１
２
３
０）

町
民
課
保
険
年
金
係

（

内
線
１
１
２
１）

専
門
家（

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー）

が

心
の
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

５
月
26
日（

火）

午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い（

完
全
予

約
制
で
す）

保
健
セ
ン
タ
ー

48-

１
９
５
５

水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重

債
務
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
借
金
の
返
済
で
お
困
り
の

方
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

守
り
ま
す
。

受
付

平
日
午
前
８
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

相
談
料

無
料

水
戸
財
務
事
務
所
多
重
債
務
相

談
窓
口

０
２
９-

２
２
１-

３
１
９
０

自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届

い
た
ら
、
６
月
１
日（

月）

ま
で

に
納
め
ま
し
ょ

う
。
金
融
機
関
・

郵
便
局
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納

付
も
で
き
ま
す
。
身
体
障
害
者
等

の
方
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
を

減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
受

け
付
け
は
納
期
限（

６
月
１
日）

ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
該

多
重
債
務
相
談
窓
口

特
別
滞
納
整
理
を
実
施
し

ま
す

５月の納税等

固定資産税（第１期）

軽自動車税（全期）

拾四ケ用水（全期）

納期は６月１日（月）です

税務課（内線1310）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

児童福祉週間
－５月５日～11日－

世界には 君の輝く

場所がある《児童福祉週間標語》

福祉保健課児童福祉係

（内線1220）

【スポーツ少年団団員募集】

募集少年団 軟式野球、柔道、サッカー、剣道

ミニバスケット、バレーボール

空手道

※活動内容は各少年団、各支部によっ

て異なります。ぜひ一度ご見学くだ

さい。

対 象 小学１年生～６年生

※バレーボールは女子のみ

※中学生でも入団可能な少年団もありま

す。

入 団 金 ２０００円

申込方法 申込書を記入のうえ、

入団金を添えて総合体

育館へお申し込みくだ

さい。

【スポーツ推進委員会ハイキング参加者募集】

日 時 ６月28日（日）午前７時出発（予定）

集合場所 総合体育館前

行 き 先 栃木県日光市東照宮周辺

募集人員 30人（先着順）

参 加 費 １５００円

申込方法 総合体育館へ参加費を添えてお申し込み

ください

※申し込みは１人につき２人までとさせ

ていただきます。

※コース等の詳細は受付時に配布予定。

受付開始 ５月31日（日）

午前９時～

問い合わせ・申し込み

総合体育館（月曜日休館）

℡48-２４６９

総合体育館からのお知らせ

自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

TEL

２０１５． ５． １ №５６１

TEL
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場
所

ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
い
ば
ら
き

（
水
戸
市）

対
象
者

15
歳
～
40
代
前
半
の
求

職
者
で
全
日
程
参
加
で
き
る
方

定
員

20
人（
先
着
順）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
雇
用
人

材
協
会

０
２
９-

３
０
０-

１
７
３
８

町
農
業
後
継
者
育
成
対
策
協
議

会
で
は
、
出
会
い
の
相
談
や
仲
介

な
ど
、
結
婚
相
談
事
業
に
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

応
募
要
件

町
内
在
住
で
、
個
人

情
報
等
の
秘
密
を
守
れ
る
方

募
集
人
員

若
干
名

申
込
期
限

５
月
29
日（

金）

産
業
振
興
課
農
林
係

（

内
線
２
３
１
０）

TEL

TEL

TEL

TEL

水道水の放射能測定結果をお知らせします

（検査日:４月15日 検査機関:（株）江東微生物研究所）
■「不検出」とは、測定結果が検出限界値（1Bq/kg以下）を下回った
ことを意味します。

■町の水道水に含まれている県西水道水の水質検査結果は、茨城
県企業局のホームページ（http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/
kigyou/）で公表しています。

問い合わせ 上下水道課上水道係 ℡ 48-２０３７

採水場所 採水日 放射性セシウム（Bq/kg） 管理目標値

浄水場出口 ４月14日
不検出
不検出

10Bq/kg
134Cs
137Cs

日
時

５
月
23
日（

土）

午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま

対
象
者

30
～
40
代
の
独
身
男
女

定
員

男
女
各
15
人

参
加
費

男
性
４
０
０
０
円
、
女

性
２
０
０
０
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ル
・
サ
ポ
ー
ト

０
２
８
０-

87-

７
０
８
５

期
間

６
月
７
日（

日）

か
ら
11

月
22
日（

日）

ま
で
の
日
曜
日（

８

月
16
日
、
９
月
20
日
、
11
月
１
日

を
除
く）

場
所

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー（

水
戸
市
八
幡
町
11-

52）

対
象
者

母
子
家
庭
の
母
、
父
子

家
庭
の
父
や
寡
婦
と
な
っ
て
お
お

む
ね
７
年
以
内
で
全
過
程
に
出
席

で
き
る
方

受
講
種
目

医
療
事
務
講
座

募
集
人
員

24
人
程
度

自
己
負
担
額

６
０
０
０
円（

教

材
費
等）

そ
の
他
保
険
料
別
途

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
書
類

を
添
付
し
、
母
子
・
父
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
で
郵
送（

申
込
書
は
福

祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す）

申
込
期
限

５
月
24
日（

日）

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

当
す
る
方
は
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

筑
西
県
税
事
務
所
収
税
第
二
課

24-
９
１
９
０

日
時

５
月
16
日（

土）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

相
談
内
容

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
費
用
や
保
険
料
負
担
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
負
担
軽
減
策
な
ど

回
答
者

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉

団
体
の
ス
タ
ッ
フ

相
談
料

無
料

受
付
電
話
番
号

０
２
９-

２
２

８-

０
６
０
０
ま
た
は
０
２
９-

２

２
８-

０
６
０
２

茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

０
２
９-

２
２
８-

０
６
０
０

ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ

い
ば
ら
き
で

は
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー「

就
職

カ
レ
ッ
ジ」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

５
月
28
日（

木）

、
29
日

（

金）

、
６
月
４
日（

木）

、
５
日

（

金）

、
11
日（

木）

、
12
日（

金）

各
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分

０
２
９-

２
２
１-

８
４
９
７

日
時

６
月
28
日（

日）

午
前
８

時
30
分
出
発

集
合
場
所

中
央
公
民
館
前

行
き
先

ひ
た
ち
海
浜
公
園
、
那

珂
湊
お
さ
か
な
市
場
、
干
芋
直
売

所定
員

40
人（

先
着
順）

参
加
費

２
２
０
０
円

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
10
日
前
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

返
金
が
で
き
ま
せ
ん
。

グ
ル
メ
の
会
代
表
野
口
昭
一

０
９
０-

８
５
８
５-

３
３
０
９

５月の高齢者相談

介護、福祉などに関するご

相談をお寄せください。

【相談日】５月20日（水）

午前８時30分～午後５時

地域包括支援センター

30-２４００（直通）TEL

『シルバー人材センター』会員募集

シルバー人材センターは「健康維持や生きが

いのために働きたい」という意欲ある高齢者の

方々に、その希望と経験に合った臨時的・短期

的な仕事を紹介しています。また、ボランティ

ア活動等の社会参加を通じて、高齢者の健康で

生きがいのある生活の実現と地域社会の福祉の

向上と活性化に貢献しています。会員になるに

は次の要件が必要です。

○町内にお住まいで、健康で働く意欲のあるお

おむね60歳以上の方

○入会説明を受け、入会申込書を提出し、定め

られた会費を納入した方

問い合わせ

公益社団法人下妻地方広域シルバー人材セン

ター八千代地区センター ℡ 49-３８１５

就
職
カ
レ
ッ
ジ
を
開
催
し

ま
す

国
保
・
医
療
・
介
護
な
ん

で
も
電
話
相
談
室

TEL

グ
ル
メ
の
会「

ひ
た
ち
海

浜
公
園
ツ
ア
ー」

結
婚
相
談
員
募
集

TEL

出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
就
業

支
援
講
習
会
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■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１５７

３月定例会

平成27年第１回定例会は、３月９日から17日までの９日間の日程で開催されました。

この定例会では、町執行部より平成27年度当初予算をはじめ、条例改正など32議案が提案され、すべての議

案を原案のとおり可決しました。

一般質問は、３月16日に行われ、７人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

平成２７年度一般会計予算総額７４億４４００万円を可決

教
育
長
が
一
般
職
か
ら
特
別
職

と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
連
す
る
条

例
の
整
理
・
改
正
及
び
新
た
な
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

法
律
違
反
等
の
事
実
を
発
見
し

た
場
合
に
、
適
性
な
権
限
行
使
を

促
す
手
続
き
や
、
法
律
の
要
件
に

適
合
し
な
い
と
思
う
場
合
に
、
再

考
を
求
め
る
手
続
き
が
出
来
る
よ

う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

「

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦

略
会
議」

を
設
置
し
、
そ
の
委
員

を「

非
常
勤
特
別
職
の
職
員」

に

位
置
づ
け
る
も
の
。
ま
た
、
地
方

消
費
者
行
政
の
推
進
を
図
る
た

め
、町
の
消
費
生
活
相
談
員
を「

非

常
勤
特
別
職
の
職
員」

と
し
、
研

修
受
講
の
際
、
費
用
弁
償
が
支
出

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
を
６

段
階
か
ら
９
段
階
に
改
正
し
、
基

準
段
階
で
あ
る
５
段
階
の
保
険
料

を
月
額
５
千
１
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◇
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

●

条

例

◇
政
治
倫
理
条
例

町
政
に
当
た
る
町
長
、副
町
長
、

教
育
長
及
び
町
議
会
議
員
の
政
治

倫
理
の
確
立
を
図
り
、
町
民
の
町

政
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
自
覚

を
喚
起
し
、
民
主
的
な
町
政
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
政
治
倫
理
基
準
を
定
め
る
も

の
で
す
。

◇
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

人
員
や
支
援
方
法
の
基
準
を
定
め

る
も
の
で
す
。

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
等
に
係
る
基
準
を
定
め
る
条
例

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
等
に
係
る
基
準
を
定
め
る
も
の

で
す
。

◇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

◇
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
及
び
職
務
に
専
念
す
る

義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

居
宅
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ

ス
の
登
録
定
員
等
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◇
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

多
機
能
型
居
宅
介
護
の
登
録
定

員
等
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

有
害
物
質
等
の
基
準
値
に
つ
い

て
、
排
水
１
リ
ッ
ト
ル
に
含
ま
れ

る
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
量
を
、「

０
・
１

ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下」

か
ら「

０
・

03
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下」

に
改
正
し
、

ジ
オ
キ
サ
ン
に
つ
い
て「

０･

５
ミ

リ
グ
ラ
ム
以
下」

の
項
目
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

◇
保
育
の
実
施
条
例
の
廃
止

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の

施
行
に
伴
い
、
児
童
福
祉
法
等
が

改
正
さ
れ
、
保
育
の
実
施
基
準
を

町
条
例
で
定
め
る
必
要
が
な
く

な
っ

た
た
め
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

●
平
成
26
年
度
補
正
予
算

会 計 区 分 ３ 月 補 正 額 補 正 後 総 額

一 般 会 計 △7千528万7千円 83億8千174万6千円

国 民 健 康 保 険 △887万7千円 32億2千229万7千円

介護（保険事業） 2千395万3千円 16億49万6千円

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 56万9千円 837万9千円

区 画 整 理 △4千165万1千円 2億3千867万7千円

農 業 集 落 排 水 △6千404万7千円 5億1千806万円

下 水 道 △2千119万4千円 3億9千193万3千円

後期高齢者医療 △193万5千円 1億6千504万7千円

水 道 事 業 会 計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入：133万5千円を減額し，収入合計を4億7千

314万9千円とするもの

・支出 1千976万2千円を減額し，支出合計を4億

8千614万3千円とするもの

４条予算（資本的収入及び支出）

・支出：65万1千円を減額し，支出合計を1億3千

970万1千円とするもの



13 広報やちよ№667 2015.5月号

会 計 区 分 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増 減 率

一 般 会 計 74億4千400万円 81億1千100万円 △8.2％

国 民 健 康 保 険 36億1千56万8千円 29億8千789万3千円 20.8％

後期高齢者医療 1億6千602万4千円 1億6千698万2千円 △0.6％

介護（保険事業） 16億5千48万1千円 15億6千392万4千円 5.5％

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 801万円 781万円 2.6％

区 画 整 理 1億8千325万5千円 2億3千667万8千円 △22.6％

農 業 集 落 排 水 11億624万4千円 5億7千720万7千円 91.7％

下 水 道 4億1千952万1千円 4億1千312万7千円 1.5％

水 道 事 業 会 計

３条予算（収益的収入及び支出）

・収入 4億6千732万5千円 (前年度4億7千448万4千円) 対前年度1.5％減

・支出 3億9千196万7千円 (前年度4億2千745万6千円) 対前年度8.3％減

４条予算（資本的収入及び支出）

・収入 0円 (前年度0円)

・支出 1億591万5千円 (前年度1億4千35万2千円) 対前年度24.5％減

※不足額1億591万5千円は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額、損益

勘定留保資金、減債積立金で補填

◇平成27年度 当初予算◇

●

人

事

◇
副
町
長
の
選
任
同
意

現
職
の
生
井
光
男
氏（

瀬
戸
井）

が
、
平
成
27
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、再
度
、

同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

●

そ
の
他

◇
町
道
路
線
の
廃
止

中
結
城
畑
総
事
業
に
伴
い
、
成

田
、
菅
谷
西
地
内
の
町
道
２
路
線

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◇
町
道
路
線
の
変
更
・
認
定

中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

い
、菅
谷
地
内
の
１
路
線
を
変
更
、

若
、
菅
谷
地
内
の
２
路
線
を
認
定

し
、
中
結
城
畑
総
事
業
に
伴
い
、

佐
野
、
菅
谷
地
内
の
２
路
線
を
認

定
す
る
も
の
で
す
。

審 議 内 容

議席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 12 14 議
長

八千代町政治倫理条例 可決 Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

八千代町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例
可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

11

○

○

審
議
結
果

国
府
田
利
明

大
里

岳
史

廣
瀬

賢
一

大
久
保
弘
子

上
野

政
男

中
山

勝
三

生
井

和
巳

相
沢

政
信

大
久
保

武

小
島

由
久

宮
本

直
志

湯
本

直

水
垣

正
弘

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整理に関する条例
可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

八千代町教育長の勤務時間その他の勤務条件及び職務に専念する義務の特例に

関する条例
可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

八千代町介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

八千代町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

八千代町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成27年度八千代町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成27年度八千代町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成27年度八千代町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成27年度八千代町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第１回定例会における議案等の審議結果

※今定例会で審議された議案等のうち、意見の分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記載のない議案

等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、議会のホームページの会

議録（５月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

○・・・賛成 Ｘ・・・反対
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て
お
り
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
昨
年
、

「

八
千
代
町
い
じ
め

防
止
基
本
方
針」

を
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
い
じ
め
は
、

人
権
問
題
で
あ
り
、
命
の
問
題
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も
学
校
を
は
じ

め
関
係
者
と
の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
信
頼
感
と
安
心
感
に
あ
ふ
れ

た
学
校
の
中
で
一
人
一
人
の
児
童

生
徒
が
伸
び
伸
び
と
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

教
育
後
援
会
費
で
す
が
、
地
区
内

の
全
戸
か
ら
で
は
な
く
、
ひ
と
り

暮
ら
し
等
の
無
理
な
家
庭
に
つ
い

て
は
お
願
い
し
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
教
育
後
援

会
は
学
校
教
育
振
興
発
展
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
趣
旨
を
ご
理
解
の

う
え
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
千
代
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
が
設
置
さ
れ
、
人
口

減
少
や
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
内
容
で
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

創
生
本
部
で

は
、
総
合
戦
略
の
策
定
か
ら
、
事

業
の
評
価
・
検
証
に
至
る
ま
で
、

各
創
生
関
連
の
事
業
に
対
し
総
合

的
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
当
面
は
、「

人
口
ビ
ジ
ョ

ン」

と「

総
合
戦
略」

の
策
定
や

国
が
推
奨
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
、
子
育
て
支
援
、
定
住

促
進
、
観
光
振
興
関
連
事
業
の
検

証
等
が
主
な
取
組
に
な
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

筑
西
幹
線
道
路
の
現
在
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長

町
の
用
地
交
渉

の
進
捗
状
況
は
、
地
権
者
10
名
か

ら
約
３
千
８
１
０
㎡
の
用
地
買
収

契
約
の
締
結
を
し
、
あ
わ
せ
ま
し

て
地
権
者
２
名
の
方
と
家
屋
工
作

物
等
の
補
償
物
件
移
転
の
契
約
締

結
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
は
、

町
の
用
地
買
収
計
画
面
積
の
約
63

％
に
あ
た
り
ま
す
。
今
後
、
引
き

続
き
用
地
買
収
を
進
め
る
予
定
で

あ
り
、
町
が
施
工
す
る
工
事
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
平
成
29

年
度
以
降
に
な
る
見
込
み
で
す
。

当
町
の
国
保
税
は
、
県
内
で
一

人
当
た
り
９
番
目
、
世
帯
当
た
り

で
４
番
目
に
高
く「

高
す
ぎ
て
払

い
き
れ
な
い
。」

と
い
う
声
が
、
多

く
聞
か
れ
ま
す
。
国
の
低
所
得
者

数
に
応
じ
た
自
治
体
へ
の
財
政
支

援
の
拡
充
や
町
の
財
政
調
整
基
金

の
取
崩
し
に
よ
り
、
国
保
税
を
引

き
下
げ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
国
保
の
広
域
化
の
実
施
時

期
と
保
険
料
の
見
込
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
民
課
長

国
保
財
政
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
何
と

か
被
保
険
者
の
医
療
費
な
ど
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
り
、
県
の
検
査
に
お
い
て

も
当
町
の
繰
入
金
は
多
す
ぎ
る
と

指
導
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
の
財
政
支
援
は
、
現
時
点
で
ど

の
く
ら
い
配
分
さ
れ
る
か
は
未
定

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
調
整

基
金
に
つ
い
て
で
す
が
、
条
例
を

制
定
し
、
そ
の
使
途
を
明
確
に
し

て
お
り
ま
す
。
経
済
不
況
等
に
よ

先
日
報
道
さ
れ
た
未
成
年
者
に

よ
る
川
崎
中
学
生
殺
害
事
件
は
私

た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
る

中
、
八
千
代
町
に
お
け
る
い
じ
め

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。ま
た
、

高
齢
者
家
庭
の
負
担
増
に
よ
る
教

育
後
援
会
費
の
見
直
し
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

で
す
が
、

「

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い」

こ
と
に
対
し
て「

起
こ
る

か
も
し
れ
な
い」

と
い
う
意
識
を

念
頭
に
、
日
々
の
児
童
生
徒
を
丁

寧
に
観
察
し
、
小
さ
な
サ
イ
ン
や

変
化
を
見
逃
す
こ
と
な
く
危
機
感

を
も
っ
て
学
校
・
家
庭
な
ど
の
関

係
者
が
一
致
協
力
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
学
校
で
は
、
い
じ
め
に

関
す
る
集
会
を
開
催
し
、

「

い
じ
め

撲
滅
宣
言」

や
学
級
ご
と
の
い
じ

め
対
策
と
い
う
こ
と
で
、
工
夫
し

る
大
幅
な
税
収
減
、
災
害
に
よ
る

多
額
の
経
費
の
支
出
な
ど
の
不
測

の
事
態
に
備
え
る
も
の
で
す
の

で
、
そ
れ
を
取
り
崩
し
て
国
保
の

財
源
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
性

質
の
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
は

現
実
的
で
は
な
い
と
申
し
上
げ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
保
険
税
額
に
つ

い
て
な
ん
と
か
現
在
の
水
準
を
維

持
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
予
算
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
つ
づ
き
ま
し
て
、
国
保
の

広
域
化
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成

30
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
標

準
保
険
税
率
は
市
町
村
ご
と
で
あ

り
、
ま
た
財
政
基
盤
強
化
の
た
め

に
公
費
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ

た
た
め
、
当
町
の
保
険
税
額

は
今
の
段
階
で
ど
の
よ
う
に
算
定

さ
れ
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
協
議
過
程
で
そ
の
算
出
方

法
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

経
済
的
事
情
で
介
護
保
険
を
利

用
で
き
な
い
人
た
ち
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
介
護
準
備
基
金
は
、
全

額
崩
す
の
が
基
本
的
考
え
と
会
計

検
査
院
法
に
基
づ
く
報
告
が
国
会

及
び
内
閣
に
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
町
の
準
備
基
金
を
全
額
取
り

崩
し
、
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ

を
求
め
ま
す
。

町
政
を
問
う

！

一
般
質
問
７
名
が
登
壇

廣瀬 賢一議員

大久保 弘子議員

いじめのない学校に
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福
祉
保
健
課
長

す
で
に
介
護
給

付
費
準
備
基
金
３
千
５
０
０
万
円

を
取
崩
す
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料

の
上
昇
を
１
７
１
円
抑
制
し
て
い

ま
す
。
給
付
費
は
あ
く
ま
で
見
込

み
で
す
の
で
、
基
金
の
取
崩
し
に

つ
い
て
も
７
千
万
円
全
部
で
は
な

く
、
３
千
５
０
０
万
円
と
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
、
基
金
の
適

正
な
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
も

必
要
な
措
置
で
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
は
困
難
で
あ

り
ま
す
。

農
協
は
農
家
を
主
体
と
し
た
協

同
組
合
で
す
。
改
革
す
べ
き
問
題

が
あ
れ
ば
組
合
員
や
地
域
の
単
位

農
協
を
中
心
に
自
主
的
に
行
う
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
政
府
の
進

め
る
農
協
改
革
に
つ
い
て
町
長
の

見
解
を
求
め
ま
す
。

町

長

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
発
展
の
た
め
に
は
農
協
が

重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
農
業
者
の
所

得
向
上
、
経
営
安
定
へ
の
取
組
を

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
そ
の
他
の
質
問

中
央
地
区
公
園
と
付
近
の
整
備
に
つ
い
て

の
公
正
な
運
営
を
確
保
し
、
公
の

利
益
を
保
護
し
、
も
っ
て
住
民
の

信
託
に
応
え
る
た
め
に
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
常
に
法
令
を
遵
守
し
て

職
務
に
勤
め
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

町

長

仮
に
違
反
が
あ
っ

た
場

合
、
町
の
賞
罰
委
員
会
に
お
い
て

対
応
す
る
と
い
う
の
が
私
の
考
え

で
す
。

当
町
で
の
障
が
い
者
福
祉
政
策

の
基
と
な
る「

八
千
代
町
障
が
い

者
プ
ラ
ン」

が
平
成
26
年
度
で
終

了
し
ま
す
が
、
来
年
度
以
降
の
計

画
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
ま

た
、
来
年
度
の
予
算
に
障
が
い
児

助
成
金
４
８
万
６
千
円
と
あ
り
ま

す
が
、
障
が
い
児
へ
の
支
援
を

行
っ

て
い
る
ス
テ
ッ

プ
の
会
へ
の

助
成
金
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

障
が
い
者
プ
ラ

ン
に
つ
い
は
、
現
在
、
策
定
中
で

あ
り
完
成
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ス
テ
ッ

プ
の
会
の
支
援
に
つ

い
て
で
す
が
、
助
成
金
の
方
は
含

ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
保
健
師

や
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
方
へ
の

講
師
謝
礼
等
で
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

に
も
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
た
め
に
は
、
目
指

す
方
向
性
や
戦
略
の
明
確
化
、
取

組
主
体
に
お
け
る
推
進
体
制
の
構

築
、
品
質
の
管
理
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
、
課
題
は
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
ブ
ラ
ン
ド
化
の

種
と
な
る
加
工
食
品
の
開
発
や
６

次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ａ
・
商
工
会
と
も
協
力
し
、
積
極

的
に
検
討
し
、
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

当
町
の
個
人
情
報
保
護
条
例
に

は
罰
則
条
項
が
な
く
、
条
例
の
実

効
性
が
疑
わ
れ
ま
す
。
今
ま
で
個

人
情
報
の
漏
え
い
が
な
か
っ

た
の

か
。
ま
た
、
職
員
に
対
し
て
の
指

導
と
仮
に
違
反
し
た
場
合
の
処
分

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長
・
税
務
課
長
・

福
祉
保
健
課
長
・
副
町
長
・
町
長

情
報
漏
え
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、

な
か
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

副
町
長

地
方
公
務
員
法
の
中

で
、秘
密
を
守
る
義
務
に
関
し
て
、

「

職
員
は
業
務
上
知
り
え
た
秘
密

を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

職
を
退
い
た
後
も
ま
た
同
様
と
す

る」

と
あ
り
ま
す
。
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
秘
密
の
保
全
は
行
政

八
千
代
産
農
作
物
の
加
工
食
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
現
状
で

の
取
組
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

白
菜
キ
ム
チ
鍋

や
、
白
菜
メ
ン
チ
カ
ツ
を
推
進
し

て
い
る
も
の
の
、現
在
の
と
こ
ろ
、

当
町
に
お
い
て
は
目
立
っ
た
農
作

物
の
加
工
食
品
が
な
い
の
が
現
状

で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
組
は
、

生
産
地
の
自
然
条
件
や
地
域
の
歴

史
・
文
化
と
い
っ

た「

地
域
性」

を
農
林
水
産
物
や
食
品
の
付
加
価

値
に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
り
、
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
生
産
者
の
所
得
の
向

上
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
活
性
化

町
長
が
公
約
と
し
て
掲
げ
た
三

つ
の
政
策「

少
子
化
・
人
口
減
少

対
策」「

企
業
の
誘
致」「

農
業
政

策」

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
積

極
的
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

町

長

当
町
の
課
題
で
あ
る
少

子
化
や
人
口
減
少
等
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

人
口
の
現
状
を
分
析
し
、
今
後
目

指
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人
口
の

将
来
展
望
を
提
示
す
る「

人
口
ビ

ジ
ョ

ン」

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

今
後
５
カ
年
の
施
策
を
ま
と
め
た

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。
次
に
、
企
業
の
誘
致
に
つ
い

て
で
す
が
、
受
け
皿
と
な
る
工
場

用
地
の
確
保
や
日
野
自
動
車
関
連

企
業
な
ど
進
出
企
業
の
確
保
、
さ

ら
に
は
工
業
用
水
の
問
題
な
ど
、

今
後
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
が
、
雇
用
や
定
住
等
の
促
進
を

図
る
た
め
に
も
、
県
や
開
発
公
社

国府田 利明議員

小島 由久議員

農作物のブランド化を
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町

長

小
島
議
員
の
提
案
に
つ

き
ま
し
て
、
知
事
の
考
え
方
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
般

の
会
議
の
中
で
、
開
発
公
社
、
知

事
か
ら
も
、

「

慎
重
に
進
め
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。」

と
日
野
自
動
車
の

関
連
企
業
等
に
つ
い
て
も
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
県
あ

る
い
は
開
発
公
社
と
綿
密
に
連
携

を
と
り
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
の
状
況
で
は
、
税
収
の
増
額

は
な
か
な
か
見
込
ま
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
当
町
の
財

源
、
税
収
の
確
保
を
進
め
て
い
く

に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
か
意
見
を
伺
い
ま

す
。

企
画
財
政
課
長

ま
ず
、
収
入
の

根
幹
を
な
す
町
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
収
納
率
の
向
上
、
工
業
系
土

地
利
用
や
定
住
化
促
進
事
業
に
よ

る
新
た
な
財
源
の
創
出
や
町
税
の

増
収
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
施
策

に
合
っ
た
補
助
金
や
交
付
金
を
活

用
す
る
こ
と
も
財
源
確
保
の
観
点

か
ら
重
要
と
考
え
ま
す
。
今
後
と

も
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
強
力

に
推
進
し
、
経
費
節
減
に
努
め
、

計
画
的
か
つ
健
全
な
財
政
運
営
を

心
掛
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
密
接
に
連
携
し
、
積
極
的
に

ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
づ

き
ま
し
て
、
農
業
政
策
に
つ
い
て

で
す
が
、
担
い
手
や
後
継
者
の
確

保
、
認
定
農
業
者
の
支
援
及
び
就

農
に
向
け
た
課
題
の
克
服
等
、
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
課
題
を

共
有
し
、
適
切
に
役
割
を
分
担
し

合
っ

て
、
認
定
農
業
者
の
育
成
・

確
保
、
就
農
支
援
を
総
合
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

知
事
へ
の
私
か
ら
の
提
案
と
知

事
か
ら
の
回
答
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す(

朗
読
省
略)

。
知
事
か
ら
の

回
答
に
、
県
と
し
て
も
、
企
業
誘

致
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
と

あ
り
ま
す
の
で
、
町
長
に
も
県
と

連
携
し
、
企
業
誘
致
の
実
現
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
案
の
推
進
項
目
に
あ
る
６

次
産
業
へ
の
取
組
及
び
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

産
業
振
興
課
長

生
産（

１
次
産

業）

だ
け
で
な
く
、
加
工（

２
次

産
業）

及
び
流
通
・
販
売（

３
次

産
業）

ま
で
ト
ー
タ
ル
で
取
り
組

む
６
次
産
業
化
に
当
た
っ

て
は
、

地
域
資
源
の
選
定
、
市
場
の
動
向

を
捉
え
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
商
品

の
開
発
、
販
路
の
確
保
等
が
重
要

な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
た
め
、
農
業

者
や
民
間
事
業
者
等
の
協
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
農
業
者
等

か
ら
の
相
談
等
に
対
し
て
、
茨
城

県
農
林
振
興
公
社
の
６
次
産
業
化

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な

が
ら
、
助
言
・
指
導
を
行
い
、
取

組
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
民
間
事
業
者
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
必
要
不
可
欠
で
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
の
収
集
の
労
力
や
費
用
が

多
く
か
か
る
こ
と
、
ま
た
、
設
備

投
資
や
施
設
の
維
持
管
理
、
費
用

対
効
果
等
、
課
題
が
多
い
た
め
、

実
際
に
は
実
施
事
業
者
が
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

八
千
代
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
の
人
員
の
構
成
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
役
割
、
助
成

額
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る

か
、
八
千
代
町
で
の
募
集
に
つ
い

て
も
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

創
生
本
部
に
つ

い
て
は
、
町
長
を
本
部
長
に
、
副

町
長
を
副
本
部
長
に
、
以
下
教
育

長
及
び
全
課
長
等
、
総
勢
19
名
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
三
大
都

市
圏
等
の
都
市
地
域
か
ら
、
過
疎

地
域
等
に
生
活
の
拠
点
を
移
し
た

者
を
、
地
方
自
治
体
が「

地
域
お

こ
し
協
力
隊
員」

と
し
て
委
嘱
し
、

隊
員
は
、
地
域
に
居
住
し
て
地
域

ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・

販
売
・
Ｐ
Ｒ
等
の
支
援
、
農
林
水

産
業
へ
の
従
事
、
住
民
の
生
活
支

援
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
地

域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
取
組

で
あ
り
ま
す
。
隊
員
１
人
あ
た
り

の
報
酬
等
は
、
活
動
経
費
を
含
め

て
上
限
４
０
０
万
円
と
な
っ

て
お

り
ま
す
。
当
町
も
対
象
地
域
に
位

置
づ
け
は
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

当
事
業
の
取
組
に
お
い
て
、
最
も

重
要
と
思
わ
れ
る
受
け
入
れ
体
制

等
が
未
整
備
な
状
況
の
た
め
、
現

段
階
で
の
募
集
及
び
事
業
へ
の
取

組
は
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
実

施
す
る
県
内
の
市
町
村
数
、
財
源

と
な
る
交
付
金
額
、
具
体
的
な
実

施
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

実
施
す
る
市
町

村
数
、
交
付
金
額
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
内
全
市
町
村
、
交
付
限
度

額
３
千
９
６
１
万
７
千
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
実
施
計
画
に
つ
き

ま
し
て
は
、
商
工
会
の
会
員
を
中

心
に
実
行
委
員
会
組
織
を
立
ち
上

げ
、
今
後
、
実
行
委
員
会
の
な
か

で
具
体
的
な
事
業
の
方
向
づ
け
、

プ
レ
ミ
ア
ム
の
金
額
、
商
品
券
の

発
行
部
数
、
対
象
者
等
に
つ
い
て

協
議
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。

中山 勝三議員
八千代町まち・ひと・しごと創生本部

県知事からの回答書
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し
て
い
く
う
え
に
お
い
て
も
、
こ

う
し
た
権
限
移
譲
は
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
企

業
誘
致
や
定
住
促
進
を
図
る
取
組

を
推
進
し
て
い
く
当
町
に
と
っ
て

は
大
変
有
利
な
も
の
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
権
限
移
譲
に

よ
っ

て
、
自
治
体
の
責
任
は
当
然

重
く
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
、町
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
手
続
き
の
迅
速
化
が

図
れ
る
一
方
で
、
複
数
の
専
門
的

知
識
を
持
っ

た
人
材
の
育
成
が
必

要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

転
用
す
る
許
可
権
限
の
移
譲」

及

び「

市
街
化
調
整
区
域
内
で
の
宅

地
開
発
許
可
の
移
譲」

を
ど
の
よ

う
に
町
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
く

の
か
意
見
を
伺
い
ま
す
。

町

長

地
方
分
権
改
革
は
、
住

民
に
身
近
な
行
政
を
、
で
き
る
限

り
地
方
公
共
団
体
が
担
い
、
そ
の

自
主
性
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
指

す
改
革
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
視
点

か
ら
し
て
、

「

大
規
模
農
地
を
商
工

業
用
地
や
宅
地
な
ど
に
転
用
す
る

許
可
権
限
の
移
譲」

や「

市
街
化

調
整
区
域
内
で
の
宅
地
開
発
許
可

の
移
譲」

は
、
歓
迎
す
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
、
地
方
創
生
を
推
進

現
在
、地
方
分
権
改
革
の
中
で
、

権
限
委
譲
関
連
法
の
改
正
が
国
会

で
審
議
中
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
法

案
の
趣
旨
と
し
て
は
地
方
自
治
体

の
よ
り
よ
い
自
由
な
町
づ
く
り
を

可
能
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
を
活

性
化
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。今
後
、

法
案
が
通
過
す
る
と
し
て
、
そ
の

う
ち
の
２
つ
の
案
件「

大
規
模
農

地
を
商
工
業
用
地
や
宅
地
な
ど
に

め
、
統
一
に
な
じ
ま
な
い
と
の
結

論
に
至
り
、
現
在
も
こ
の
概
念
に

従
っ

て
解
釈
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

税
収
入
、
地
方
交
付
税
等
の
財

政
面
か
ら
見
た
場
合
、
外
国
人
の

増
加
は
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

現
在
、
八
千
代

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
外
国
人
は
、
９
０
４
人
に

な
っ

て
お
り
ま
す
。
外
国
人
の
方

も
所
得
が
あ
れ
ば
、
原
則
的
に
納

税
の
義
務
が
発
生
し
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
研
修
目
的
に
滞
在
し
て

い
る
も
の
に
対
し
ま
し
て
は
、
日

本
と
母
国
と
の
二
重
課
税
を
防
止

す
る
観
点
か
ら
、
日
本
と
租
税
条

約
を
締
結
し
て
い
る
外
国
人
に
つ

き
ま
し
て
は
、
所
得
税
や
住
民
税

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
他
方
、
在
住
の
外
国
人

に
お
き
ま
し
て
も
日
本
人
同
様
、

等
し
く
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
普
通
交
付
税
の

算
定
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

児
童
扶
養
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
父
母
が
婚

姻
を
解
消
し
た
児
童
や
、
父
ま
た

は
母
が
死
亡
し
た
児
童
な
ど
を
養

育
す
る
方
に
支
給
す
る
も
の
で

す
。
父
母
の
婚
姻
の
解
消
に
つ
い

て
は
、
法
律
上
の
婚
姻
の
ほ
か
、

婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
い
わ
ゆ
る
事
実
婚
も
含
ま
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
離
婚
及
び
事

実
婚
の
解
消
が
受
給
の
理
由
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、
離
婚
し
た
母

が
、事
実
婚
の
状
態
に
あ
る
場
合
、

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
母
が
事
実
婚
を
し
て
い
る
場

合
に
実
質
上
の
父
が
存
在
し
、
扶

養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
手
当
を
支
給
す
る
必
要
性
が

存
在
し
な
い
た
め
で
す
。
事
実
婚

は
、
原
則
と
し
て
同
居
す
る
こ
と

を
要
件
と
し
ま
す
が
、

「

ひ
ん
ぱ
ん

に
定
期
的
な
訪
問
が
あ
り
、
か
つ

定
期
的
に
生
計
費
の
援
助
を
受
け

て
い
る」

場
合
に
は
、
同
居
し
て

い
な
く
と
も
事
実
婚
が
成
立
し
て

い
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
実
婚

の
取
扱
い
は
、
昭
和
55
年
厚
生
労

働
省
児
童
家
庭
局
企
画
課
長
通
知

で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
、

判
断
基
準
に
つ
い
て
、
国
の
統
一

基
準
が
示
さ
れ
る
試
み
が
な
さ
れ

ま
し
た
が
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に

よ
っ

て
実
態
が
大
き
く
異
な
る
た

ひ
と
り
親
世
帯
に
支
給
さ
れ
る

児
童
扶
養
手
当
で
す
が
、
今
の
時

代
、
事
実
婚
等
の
様
々
な
ケ
ー
ス

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

取
扱
い
を
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う

か
。
ひ
と
り
親
世
帯
と
い
う
社
会

的
弱
者
に
対
し
て
の
町
の
姿
勢
を

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

宮本 直志議員

湯本 直議員

土地利用許可は慎重な対応を

区 分 許 可 審査 機関

４ha以下 県知 事 県

農地転用許可

４ha超 農林水産大臣 関東農政局

市街化調整区域内の開発 県知 事 県

◇現 在 の手 続 き基 準 ◇
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○
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
様
々
な
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま
す
○

委 員

相沢 政信

総
務
常
任
委
員
会

委員長

上野 政男

副委員長

大里 岳史

教
育
民
生
常
任
委
員
会委員長

中山 勝三

副委員長

生井 和巳

産
業
建
設
常
任
委
員
会委員長

小島 由久

副委員長

湯本 直

委 員

大久保 武

委 員

宮本 直志

委 員

※大久保弘子

委 員

水垣 正弘

※
は
、
今
定
例
会
に
お
い
て
新
た
に
選
任
、
ま
た
は
、
選
出
さ
れ
た
議
員

で
す
。

委 員

国府田利明

委 員

廣瀬 賢一

○
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

：

小
島

由
久

副
委
員
長：

生
井

和
巳

委
員

：

中
山

勝
三
※

相
沢

政
信

宮
本

直
志

湯
本

直

○
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

：

大
久
保

武

委
員

：

上
野

政
男

中
山

勝
三

小
島

由
久

○
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
議
員

※
水
垣

正
弘

湯
本

直

◇
湯
本
直
議
員
は
、
茨
城
西
南

地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
議
会
に
お
い
て
、
議
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

○
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員

上
野

政
男

小
島

由
久

宮
本

直
志

◇
宮
本
直
志
議
員
は
、
下
妻
地

方
広
域
事
務
組
合
議
会
に
お

い
て
、
議
長
を
務
め
て
い
ま

す
。

○
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員

※
水
垣

正
弘

町民のみなさんの意見や要望などを議会に提出することができます。

随時受け付けています。

○請願

紹介議員が必要です。その内容に該当する常

任委員会で審議します。

○陳情

議員の紹介は不要です。

※その他、詳しくは議会公式ホームページをご覧ください。

請願・陳情について
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◇

研

修

視

察

報

告

◇

去
る
、
１
月
28
日
に
実
施
し
た
議
員
研
修
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
古
河
市
の
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
に
お
い
て
、
高
齢
化
や
疾
病
構
造

の
変
化
に
対
応
し
た
救
命
救
急
体
制
や
火
災
、
交
通
事
故
、
水
難
事
故
等
、
人
命
救
助
の
た
め
の
出
動
体
制

や
取
組
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
司
令
室
や
特
殊
車
両
な
ど
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

多
様
化
す
る
災
害
形
態
、
救
命
救
急
体
制
に
対
応
す
る
た
め
、
施
設
の
近
代
化
と
充
実
強
化
に
努
め
て
お
り
、

消
防
士
、
救
急
救
命
士
な
ど
の
、
人
材
の
ス
キ
ル
向
上
に
も
、
大
変
力
を
入
れ
て
お
り
ま
し
た
。

次
に
、
五
霞
町
、
境
町
の
首
都
圏
中
央
連
絡
道
路
工
事
現
場
を
視
察
し
、
進
捗
状
況
を
確
認
い
た
し
ま
し

た
。
昨
年
度
も
視
察
い
た
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
、
土
盛
り
で
の
造
成
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
場
所
も
、
わ
ず

か
一
年
の
間
に
、
景
色
が
様
変
わ
り
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
外
観
を
望
む
こ
と
が
可
能
に
な
る

ほ
ど
、
集
中
的
に
本
事
業
が
進
行
し
て
お
り
ま
し
た
。
開
通
後
は
、
当
町
に
お
け
る
交
通
事
情
が
飛
躍
的
に

向
上
す
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
の
発
展
に
好
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
研
修
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
町
長
並
び
に
町
執
行
部
の
皆
様
を
は
じ
め
、
時
間
を
割
い
て
研

修
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
、
議
会
議
員
研
修
の
報
告
と
し

ま
す
。

左から表彰を受けた相沢政信議員・大久保武議

員・生井和巳議員

去
る
２
月
６
日
に
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
か
ら
、
永

年
に
わ
た
る
地
方
自
治
功
労

者（

議
員
在
職
15
年
以
上）

と
し
て
、
大
久
保
武
議
員
、

相
沢
政
信
議
員
、
生
井
和
巳

議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

町議会ホ－ムページ

傍聴席から見た議場の様子

西南広域消防本部特殊車両前にて

五霞ＩＣ付近から見た圏央道

議
会
傍
聴
・
議
場
見
学
し
ま
せ
ん
か

？

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
議
会
の
傍
聴
や
議
会
施
設
の
見
学
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
各
種
団
体
や
学
校
の
社
会
科
見
学
な
ど
に
、
ぜ
ひ
お
取
り
入
れ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
議
会
の
傍
聴
席
は
40
席
で
す
。
ま
た
、
本
会
議
の
開
催
中

は
、
役
場
の
１
階
ホ
ー
ル
と
４
階
傍
聴
席
入
口
前
の
モ
ニ
タ
ー
で
、

会
議
の
様
子
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

次
の
定
例
会
は
６
月
に
行
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
、
５
月
下
旬

頃
に
議
会
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。




